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用語の定義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 高齢者   65歳以上の方 

● 前期高齢者   65歳～74歳の方 

● 後期高齢者   75歳以上の方 

● 要介護(認定)者  介護保険の要介護 1～5の認定を受けている方 

● 要支援(認定)者  介護保険の要支援 1・2の認定を受けている方 

● 第一号被保険者  介護保険の被保険者の内 65歳以上の方 

● 第二号被保険者  介護保険の被保険者の内 40歳～64歳の医療保険に加 

入している方 

●現状値（２０２３年度） 2023 年度の見込み値。ただし、アンケート調査の結果に

ついては 2022年度に実施したものによる。 

 

 

※ 上記のほか、文章の中で「*」印がついている用語は、資料編「1 用語解説」に、詳しい説

明を掲載しています。なお「*」印は、主に最初に出てくる用語についています。 
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第１章 はじめに 
 

１ 町田市いきいき長寿プランとは 

２ 町田市いきいき長寿プラン 24-26策定の流れと進捗評価 

３ 高齢者を取りまく状況 
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１ 町田市いきいき長寿プランとは 

（１）町田市いきいき長寿プランの目的 

住み慣れた地域でいきいきと暮らし続けることは、高齢者の共通の願いであり、市内の高

齢者からは「生きがいを持って暮らしたい」、「自宅で暮らし続けたい」、「よりよい介護サービ

スを受けたい」などの声が寄せられています。 

その一方で、我が国は少子高齢化により高齢者に係る社会保障費の増大とそれらを支え

るための人的・財政的な対応が大きな課題となっています。 

町田市では、地域包括ケアシステムの理念に基づいた「高齢者が住み慣れた地域でいき

いきと暮らし続けられること」、安定した介護サービス提供のための「持続可能な介護保険制

度を運営すること」の２つを目的として｢（仮称）町田市いきいき長寿プラン２４‐２６｣（以下「プ

ラン」という）を策定します。 

 

 

地域包括ケアシステムとは 

「地域包括ケアシステム」とは、在宅での生活に必要な５つの要素である「医療」、「介護」、

「住まい」、「生活支援」、「介護予防＊」に関するサービスが身近にあり、それらを必要に応じて

利用することで、住み慣れた地域でいきいきと暮らし続けることを目指すものです。 

 

  
地域包括ケアシステムのイメージ図 

.

医療職等

Z[・介護予防活動

・日常生活支援

など

医療

介護

予防

生活

支援

介護

住まい

民間事業者

・後見人など

介護職等

地域の

活動団体

本人

家族等

Z[・地域の見守り活動

・高齢者の権利擁護

など

Z[・介護サービスの提供

・在宅療養の支援

など

Z[・医療サービスの提供

・在宅療養の支援

など

Z[・医療・介護連携の支援

・困りごとの相談

など

（凡例）

（凡
例
）

地域包括ケア

システムの

５つの要素

地域包括ケア

システムの
主な担い手

主な担い手が行っている

ことの例
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（2）プランの基本理念 

 このプランでは「高齢者の尊厳が守られ、人生の豊かさが実感できるまち～地域で支えあい健

やかで自分らしさを感じられるまちの実現～」を基本理念とし、一人ひとりの生活の中での基本

理念の実現を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）町田市いきいき長寿プランの位置づけ 

このプランは老人福祉法＊第２０条の８に基づく市町村老人福祉計画と介護保険法＊第１１７条に

基づく市町村介護保険事業計画を一体的に策定するものです。 

このプランの期間は２０２４年度から２０２６年度の３か年です。 

プラン策定にあたっては、上位計画である市の基本構想・基本計画「まちだ未来づくりビジョン

２０４０」や、「町田市地域ホッとプラン」、その他関連計画との更なる連携・整合を図ります。 

「地域包括ケアシステム」は、上位計画において実現を目指す「誰もが自分の役割や活躍の機

会を得られる共生社会」（以下「共生社会」）の基盤となるものです。 

 

 

   ▼（仮称）町田市いきいき長寿プラン２４-２６の位置づけ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まちだ未来づくりビジョン２０４０ 

（仮称） 

町田市いきいき長寿 

プラン 24-26 
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田
市
地
域
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と
プ
ラ
ン 
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計
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く
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計
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田
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都
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づ
く
り
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
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町
田
市
地
域
防
災
計
画
等 

実現 

基本理念 
高齢者の尊厳が守られ、人生の豊かさが実感できるまち 

～地域で支えあい健やかで自分らしさを感じられるまちの実現～ 
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２ 町田市いきいき長寿プラン 24-26策定の流れと進捗評価 

 

 プランの策定にあたっては、町田市介護保険事業計画・高齢者福祉計画審議会において、町

田市の将来人口推計や前プランの進捗状況、各種調査の結果などから把握したニーズや課題を

もとに、プランの内容を検討しました。プランの推進にあたっては、同審議会において年度ごとに

プランの進捗評価を行い、PDCAサイクル＊に沿って実施方法の見直しなどを行います。 
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３ 高齢者を取りまく状況 

 （１）日本の現状 

・ 日本の高齢者人口は 2020年で約 3,603万人であり、高齢化率は約 29％です。団塊ジュ

ニア世代＊が高齢者となる 2040 年には約 3,929 万人まで増加し、高齢化率は約 35％に

達する見込みです。 

・ 日本の高齢者人口は 2043 年にピークを迎えますが、高齢化率はその後も上昇を続けます。 

・ 一人当たりの介護給付費が高額となる 85 歳以上の人口が 2040 年にかけて上昇すること

から、介護給付費の増加とそれに伴う制度維持のための負担の増加が続く見込みです。  

・ 15歳未満の年少人口は年々減少しています。2040年には 15歳から 64歳の生産年齢人

口＊が急減するため、介護保険制度における財源・サービスの支え手不足が深刻化する見込

みです。 

 

 （２）高齢者福祉分野に関わる最近の動向 

 高齢者福祉分野に関わる最近の動向について以下の表にまとめました。 

動向 内容 

介護保険法の改正 

2024年 4月 1日からの第 9期介護保険事業計画期間に向けて、介護保険法

が改正されました。具体的には、介護サービスを提供する事業所等における生

産性の向上に関する事項、複合型サービスの定義の見直しに関する事項、地域

包括支援センター＊の業務見直しに関する事項などの改正が行われました。 

介護保険事業に係る保険給付の

円滑な実施を確保するための基

本的な指針※1の改正 

第９期介護保険事業計画策定にあたっての基本指針（厚生労働大臣告示）の改

正が行われました。具体的には、地域の実情に応じたサービス基盤の整備、在

宅サービスの充実、地域共生社会＊の実現、給付適正化＊事業の取組、介護人

材の確保及び介護現場の生産性の向上などについての記載が充実されまし

た。 

認知症施策推進大綱※2 の中間

評価の実施 

大綱に定めた施策の進捗状況について、中間評価が行われました。成人の週１

回以上のスポーツ実施、認知症カフェの普及、成年後見制度＊の利用促進な

ど、進捗状況が低調であった項目については、国において、未実施の自治体へ

の支援を実施することとなりました。 

共生社会の実現を推進するため

の認知症基本法の成立 

認知症施策の基本理念を定めるとともに、国及び地方公共団体の責務として、

認知症の人に関する理解の増進、認知症の人の生活におけるバリアフリー化の

推進、認知症の人の社会参加の機会の確保、認知症の人の意思決定の支援及

び権利利益の保護等の施策を講ずることが明記されました。 

孤独・孤立対策推進法の成立 

国及び地方において、全ての世代を対象とした総合的な孤独・孤立対策に関す

る施策を推進するための基本理念等が定められました。また、地方公共団体の

責務として、基本理念にのっとり、その区域内における当事者等の状況に応じた

施策を実施することが明記されました。 

※１ 各自治体で定める介護保険事業計画は、国が定める「介護保険事業に係る保険給付の円滑な実施を確保する

ための基本的な指針」に即して策定することとされている。 

※２ 令和元年６月に認知症施策推進関係閣僚会議においてとりまとめられた方針。認知症の発症を遅らせ、認知

症になっても希望を持って日常生活を過ごせる社会を目指し、認知症の人や家族の視点を重視しながら、「共

生」と「予防」を車の両輪として施策を推進していくことを基本的な考え方とする。 
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第２章 町田市の現状と課題 
 

１ 町田市の現状 

２ 町田市の課題 
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１ 町田市の現状 

（１） 統計データから見える現状と将来推計  

 

町田市の現状や将来の姿を把握するために、統計データの分析や将来推計を行いました。 

 

【図 2-１】町田市の総人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図２-2】高齢化率の将来推計（国・東京都・町田市） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 町田市の総人口は 2020年時点で約 429,000人です。国の総人口は 2008年にピークを迎

えましたが、町田市は2025年頃まで横ばいで推移し、その後減少に転ずる見込みです。【図2-

１】 

・ 町田市の高齢者人口は 2020年で約 116,000人であり、高齢化率は約 27％です。2035年

には、高齢者人口は約 133,000 人まで増加し、高齢化率は国に並ぶ約 32％に達します。その

後、高齢化率は国を上回り推移する見込みです。【図 2-1・図 2-2】 

・  
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【図 2-３】町田市の高齢者人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 2-4】町田市の年齢３区分別人口と高齢者１人を支える生産年齢人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 高齢者人口は 2045年頃にピークを迎え、その後は減少に転じる見込みです。 

・ 前期高齢者人口は 2040 年頃にピークを迎えます。一方、後期高齢者人口は 2055 年頃まで

増加が続きます。【図 2-3】 

・ 生産年齢人口の減少に伴い、介護保険制度における財源・サービスの支え手不足が深刻化する

見込みです。2020年には生産年齢人口 2.2人で高齢者 1人を支えていましたが、2040年に

は生産年齢人口 1.5 人で高齢者 1 人を支えることになります。いわゆる「肩車型社会」が目前に

迫っています。【図 2-4】 
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【図 2-5】町田市の要介護認定者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 2-6】介護保険サービスに関する給付費等の推移   【図 2-7】介護保険料月額基準額＊の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 高齢者人口の増加に伴い、町田市の要介護・要支援認定者数＊も増加しています。2020 年度時

点で約 22,000 人である要介護・要支援認定者は、団塊ジュニア世代が高齢者となる 2040 年

には約 1.4倍の 31,000人まで増加する見込みです。【図 2-5】 

・ 高齢者人口の増加に伴い、介護保険サービスに関する給付費等も増加しています。これ

により、公費等の制度維持のための負担や介護保険料が増加しています。【図 2-6・図

2-7】 

・  
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【図 2-8】町田市の一人暮らし高齢者数と高齢者に占める割合の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 2-9】町田市の認知症者数の推計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 2020 年時点で約 116,000 人である町田市の高齢者人口の内、約 20％にあたる約 23,000

人が一人暮らし高齢者です。この割合は団塊ジュニア世代が高齢者となる2040年には約23％

まで増加するため、高齢者のほぼ 4人に 1人が一人暮らし高齢者となる見込みです。【図 2-8】 

・ 町田市の認知症者数は 2020年時点で約 18,000人と推定されます。この人数は団塊ジュニア

世代が高齢者となる 2040 年には約 1.5 倍の約 27,000 人まで増加し、高齢者のほぼ 5 人に

1人が認知症者となる見込みです。【図 2-9】 

・  
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（２） 前プランの進捗状況 

 

町田市介護保険事業計画・高齢者福祉計画審議会では、プランの進捗評価を毎年度行って

います。前プランの進捗状況評価結果は以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 前プランの進捗状況は、８２％の取組みが計画以上、またはおおむね計画どおりに進

捗していると評価されています。 

・ 地域ネットワークの充実、在宅療養＊を支える医療・介護連携の推進にかかる各取組

みは計画どおり進捗しています。 

・ 「町トレ＊」を始めとする介護予防のための通いの場＊の拡充や、「Ｄカフェ」など認知症

の人やその家族の支援は順調に進んでいます。これらは、全国的にも注目されている

取組みです。 

・ 家族介護者支援の取組みは計画通り進捗しています。しかし、高齢者やその家族か

らは依然として高いニーズがあります。 

・ 介護人材の確保・育成・定着については重点的に取組みを進めました。人材不足の

解消には至りませんが、離職率は改善傾向にあります。 

・ 介護保険サービスの基盤整備については新規整備に向けて公募期間を限定しない

など、引き続き柔軟な対応が求められます。 

・ 介護保険サービスの効率的な提供と品質向上について、更なる推進が求められてい

ます。 

前プランの進捗評価から見える現状 

◎ ○ △

1 14 5 7 2

1 地域活躍と生きがい・健康づくりの推進 8 1 5 2

2 地域ネットワークの充実 6 4 2 0

2 19 7 9 3

3 日常生活支援の推進 8 2 4 2

4 認知症とともに生きるまちづくりの推進 5 2 2 1

5 在宅療養を支える医療・介護連携の推進 2 1 1 0

6 家族介護者の支援と高齢者の権利擁護 4 2 2 0

3 17 3 10 4

7 住まいの選択肢の充実とサービス基盤・人的基盤の整備 6 1 4 1

8 介護保険サービスの効率的な提供と品質向上 11 2 6 3

50 15 26 9

100% 30.0% 52.0% 18.0%

＜凡例＞

◎：計画以上に進んだ

○：おおむね計画どおりに進んだ

△：計画どおりに進まなかった

割合

基
本
目
標

基本施策 取組数
進捗評価の構成割合

地域とつながり、いきいきと暮らしている

支援が必要になっても、支え合いにより住み慣れた地域で生活できている

よりよい介護サービスを安心して利用し続けることができる

取組数の合計
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（３） 各種調査の分析 

 

2022年7月～2022年 12月に市内の高齢者や介護保険事業所への調査を実施しました。

調査結果から高齢者やその家族、介護保険事業所の困りごとやニーズを抽出しました。また、調

査から読み取れる高齢者等の声をまとめました。 

 

① 各種調査の概要 

 

 

 

 
実施時期 調査対象の内訳 発送数 回収数 回収率 

2022年 12月 

一般高齢者＊ 5,716 4,031 70.5% 

事業対象者＊ 

要支援 1・2 
2,277 1,426 62.6% 

※ 調査の正式名称は「健康とくらしの調査（介護予防・日常生活圏域ニーズ調査）」 

 

 

 

 

 

実施時期 調査対象の内訳 発送数 回収数 回収率 

2022年 11月 
要介護 1～5 8,708 4,649 53.4% 

特養待機者 400 193 48.3% 

※ 調査の正式名称は「高齢者の福祉や介護に関する調査-市民ニーズ調査-」 

 

 

 

 

 

実施時期 調査対象の内訳 発送数 回収数 回収率 

2022年 7月～12

月 

認定調査(更新)を 

受ける在宅生活者 
623 623 100% 

※ 調査の正式名称は「高齢者の福祉や介護に関する調査-在宅介護実態調査-」 

 

 

 

 

 

実施時期 調査対象の内訳 発送数 回収数 回収率 

2022年 11月 市内介護保険事業所 588 397 67.5% 

※ 調査の正式名称は「高齢者の福祉や介護に関する調査-事業所調査-」 

 

ア. 元気な高齢者及び要支援１・２の高齢者を対象とした調査 

イ. 要介護１～５の高齢者を対象とした調査 

ウ. 在宅療養中の高齢者と主な家族介護者を対象とした調査 

エ. 介護保険事業所を対象とした調査 
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「ア. 元気な高齢者及び要支援１・２の高齢者を対象とした調査」から分かったこと 
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「イ. 要介護１～５の高齢者を対象とした調査」から分かったこと 
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「ウ. 在宅療養中の高齢者と主な家族介護者を対象とした調査」から分かったこと 
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「エ. 介護保険事業所を対象とした調査」から分かったこと 
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② 各種調査の結果から読み取れる高齢者等の声 

 

プランの策定において大切なことは、当事者などの声を聞き、そのニーズを把握することです。

高齢者や介護保険事業所等への調査の結果からは、以下のような声を読み取ることができまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・生きがいをもって暮らしたい。 

・地域の活動についてもっと知りたい。 

・何かあった時に一人だと不安だ。  

・困りごとをまとめて相談したい。 

・自宅で暮らし続けたい。 

・介護をしてくれる家族に負担をかけたくない。 

・よりよい介護サービスを受けたい。 

・認知症になってもこれまでと変わらずに暮らし続けたい。 

 
・仕事と介護を両立したい。  

・家族が認知症になった時が不安だ。 

 

・十分なサービスを提供するために、必要な職員を確保したい。  

・資格取得を後押しするなど、職員を確保のための方策を実施したい。 

・利用者のために医療・介護連携をスムーズに行いたい。 

・社会資源を活用しながらより良い介護サービスを提供したい。 

【高齢者の声】 

～高齢者を対象とした調査より～ 

【家族の声】 

～在宅療養をする高齢者と 

主な家族介護者への調査より～ 

【事業所の声】 

～介護保険事業所を対象とした調査より～ 

高齢者等の声 
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（４）地域ケア会議＊の意見 

 

町田市では、医療・介護の専門職、福祉関係者、民生委員・児童委員、警察・消防関係者など

の関係者が集まり、それぞれの経験を活かすことで、高齢者が抱える個別の課題を解決するた

めの話し合い（地域ケア会議）を行っています。この会議により、地域ごとのニーズの傾向性や町

田市全体でのニーズが見えてきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・高齢者が活躍できる場が必要。 

・生活上の支援を必要とした時の相談先の周知が必要。 

・地域で高齢者を見守るネットワーク作りが必要。 

・認知症の疑いがある人が早期に支援につながることが必要 

・在宅療養を地域で支える体制づくりが必要。 

【生活支援に関すること】 

・ 支援が必要な時の相談先の周知が

必要だね。 

・ お店があっても坂が多くて、買い物

に行けないという声があるよ。 

・ 体の機能が低下した高齢者の外出

が難しいことがあるよ。 

【認知症支援に関すること】 

・ 若年性認知症＊の人を、必要な支援に繋げる必要があるよ。 

・ 認知症の疑いがある人が、早期に受診や支援に繋がるよう

に、事業の更なる周知が必要だね。 

・ 判断能力が低下した場合の財産管理などについて、あらか

じめ知って、相談できる地域風土を作ることが必要だね。 

【高齢者の見守りに関すること】 

・ 介護予防や見守り、生活支援のボランティア

育成が必要だね。 

・ 地域貢献の場を求めている事業者や高齢者

と、地域のニーズのマッチングが必要だね。 

・ 地域で見守りや助け合いを行うためのネット

ワーク作りが必要だね。 

【在宅療養に関すること】 

・ 在宅療養を地域で支える体制づくりが

必要だね。 

・ 在宅療養に携わる医療職や介護職へ

のカスタマーハラスメントが問題になっ

ているよ。 

【高齢者の社会参加に関すること】 

・ 通える範囲で体を動かしたり、趣味を

楽しめる場が必要だね。 

・ 高齢者が活躍できる場が必要だね。 

・ 地域住民が多世代で交流できる場が

必要だね。 

地域ケア会議の意見 
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2 町田市の課題 

（１）課題の抽出 

第２章の「1 町田市の現状」であげた、統計データや前プランの進捗状況などからは、それぞれ

異なる課題が見えてきます。将来的な展望から求められる対応、これまでの取組み状況から改

めて見えてくること、高齢者やその家族等が抱えるそれぞれの困りごとなどを踏まえ、地域や高

齢者等の声にどのように応えていくかという視点から課題を抽出しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

統計データからは、高齢者の増加に加え、生産年齢人口の減少が急激に進むこと、介護保

険サービスに関する給付費等や介護保険料の増加が見込まれること、一人暮らし高齢者や

認知症の人の増加が見込まれることなどの現状が明らかになりました。これらの現状から、以

下の課題を抽出しました。 

 

【課題】 

「（１） 統計データから見える現状と将来推計」から見える課題 

・ 持続可能な介護保険制度の運営に向けた給付適正化等の取組みの強化が求められてい

ます。 

・ 高齢者を孤立させないために更なるアプローチが求められています。 

・ 認知症の人やその家族が暮らしやすいまちづくりが引き続き求められています。 

 

前プランにおいても町田市の状況や高齢者の声を反映して策定しています。進捗状況を確

認することで十分な取組みが出来ていない項目については改めて課題として捉え直します。 

前プランの進捗状況からは、「介護予防のための通いの場の充実などの取組みが順調に進

んでいる」こと、「家族介護者支援について依然として高いニーズがある」こと、「離職率は改善

傾向にあるものの、介護人材不足の解消には至っていない」ことなどの現状が明らかになりま

した。これらの現状から、以下の課題を抽出しました。 

 

【課題】 

「（2） 前プランの進捗状況」から見える課題 

・より多くの高齢者が参加しやすい通いの場の拡充が求められます。 

・在宅療養における家族介護者の負担の更なる軽減が求められています。 

・介護人材の育成・確保・定着に対し、引き続き重点的に取組むことが求められています。 
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各種調査の分析からは高齢者の地域での活動状況や困りごと、家族介護者の就労状況や

抱えている不安、介護保険事業所の運営状況などが明らかになりました。これらの現状から、

以下の課題を抽出しました。 

「（3） 各種調査の分析」から見える課題 

【課題】 

・高齢者の社会参加と活躍の機会の拡充が求められています。 

・複雑化・複合化した課題の受け止め体制の充実が求められています。 

・認知症の人の家族に対する支援の拡充が求められています。 

・在宅療養における家族介護者の負担の更なる軽減が求められています。 

・医療・介護連携の更なる強化が求められています。 

・介護サービスの質の更なる向上が求められています。 

・社会資源の更なる発掘と調整が求められます。 

 

 

専門職などによる地域の話し合いである地域ケア会議では、医療職や介護職などの専門

職や、地域に精通した関係者の経験をとおして、地域のニーズの傾向性や町田市全体でのニ

ーズが見えてきます。この話し合いの内容から以下の課題を抽出しました。 

【課題】 

・高齢者の社会参加と活躍の機会の拡充が求められています。 

・高齢者を孤立させないために更なるアプローチが求められています。 

・社会資源の更なる発掘と調整が求められます。 

・認知症の人やその家族が暮らしやすいまちづくりが引き続き求められています。 

・在宅療養を地域で支える体制づくりが求められます。 

 

「（4） 地域ケア会議の意見」から見える課題 
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（２）課題の整理 

 

これまでにあげてきた、高齢者等の声・町田市の現状・町田市の課題をプランの２つの目的に

あわせて整理しました。 
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第３章 施策の方向性 
 

１ 基本目標と基本施策 

２ 市民参加の 「いきいきプロジェクト」 

3 プランの施策体系 
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１ 基本目標と基本施策 

プランの２つの目的を実現するため、２つの基本目標を定めました。また、基本目標には「課題

の整理」①から⑥に基づいた６つの基本施策を定めました。 

 

基本目標Ⅰ 
 

 

 

 

 

 

 

基本施策① 生きがいを持っていきいきと暮らす 

高齢者がいきいきと暮らしていけるよう、生きがいづくりや介護予防・健康づくりの取組を

行うグループへの支援を行います。また、活動の効果がわかるよう、効果の見える化を図りま

す。 

 

基本施策② 地域とつながり、支え合いながら、安心して暮らす 

高齢者が安心して暮らせるよう、それぞれの地域において、誰もが相談できる高齢者支援

センター＊の体制作りや、住民同士の支え合いを支援する取組みを進めます。また、これらの

取組みを通じて共生社会の実現を目指します。 

 

基本施策③ 認知症とともに生きる 

 「認知症とともに生きるまちづくり」を進めるため、認知症やその家族の居場所づくりである

「Ｄカフェ＊」やイベントなどの機会を活用した社会参加への取組みなどを行います。また、認知

症サポーター＊が地域で積極的な活動を行うためのサポートを行います。 

 

基本施策④ 住み慣れた場所で暮らし続ける 

より多くの人が在宅療養を行えるよう、医療と介護の連携を進めます。また、家族の介護を

している方の負担を軽減するために、在宅サービスを利用しやすい環境を整えます。 

 

〈基本施策ごとの成果を測る指標〉 

基本 

施策 
指標 

現状値 

２０２３年度 

目標値 

2026年度 

①  平均自立期間＊ 
男性：81.3年 

女性：84.9年 

男性：82.0年 

女性：85.5年 

② 
ソーシャル・キャピタル（助け合い）得点＊ 

(210点満点中) 
196.9点 200.0点 

③ 
認知症になっても周りの人の助けを借りながら自

宅で生活を続けたいと思う方の割合 
54.1% 56.0% 

④ 
在宅療養について希望するし、実現可能だと思う

高齢者の割合 
31.7% 33.0% 

「住み慣れた地域で、つながり、支え合いながら、 

いきいきと暮らすことができる」 

「支える側」と「支えられる側」ではなく、「誰もが自分の役割や活躍の機会を得られる共

生社会」の理念に基づいた基本目標を定めました。 
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基本目標Ⅱ 
 

 

 

 

 

 

 

基本施策⑤ 必要な介護サービスが受けられる 

 高齢化の進展に伴い、介護サービスを必要とする人の増加が見込まれます。これに対応す

るため、より一層の介護人材の確保に取り組みます。介護の現場で働く人の資格取得の支援

や相談窓口の設置などにより、また、働く人の処遇や環境の向上に努めます。 

 

 

 

 

 

 

基本施策⑥ よりよい介護サービスが受けられる 

 介護サービスの質を高めるために、利用者の要介護度の改善に取り組む事業所への支援を

行います。また、利用者に適したサービスの提供と給付の適正化に取組みます。 

 

 

 

 

 

 

〈基本施策ごとの成果を測る指標〉 

基本 

施策 
指標 

現状値 

２０２３年度 

目標値 

2026年度 

⑤ 
必要とする職員数を確保できている市内介護保険

事業所の割合 
46.4% 54.0% 

⑥ 
介護保険サービスの満足度 

（10点満点中） 
6.6点 7.0点 

 

 

 

 

「将来にわたり、よりよい介護サービスを 

安心して利用し続けることができる」 

前プランの基本目標である「よりよい介護サービスを安心して利用し続けることができ

る」に長期的な視点を加え、基本目標を定めました。 
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2 市民参加の 「いきいきプロジェクト」 

 

 プランの施策体系の中で特に重点的に取り組むべき取組みを横断的に関連づけ、３つの「いき

いきプロジェクト」を設定しました。本プロジェクトを市民や事業者等と共に推進し、基本理念の

実現を目指します。 

 

いきいきプロジェクト１ 「社会参加」で介護予防・フレイル＊予防 

 高齢者の皆様が、身近な場所で、自分に合った集まりや活動に参加し、介護予防・フレイル

予防に取り組めるよう、様々な環境づくりを進めていきます。 

 

いきいきプロジェクト２ 認知症とともに生きるまちづくり 

 地域住民をはじめ、多種多様な分野の団体等とまちづくりの指標である１６のまちだアイ・ス

テートメント＊の理念を共有し、連携・協力して「認知症とともに生きるまちづくり」に向けた取組

を推進していきます。 

 

いきいきプロジェクト３ あつまる・つながる まちだの介護人材 

高齢化に伴い介護サービス需要が増加しても必要な介護サービスが受けられるよう、介護

サービスを支える介護人材の確保・育成・定着について取り組んでいきます。 

 

 

 

いきいきプロジェクトのイメージ図 
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3 プランの施策体系 
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